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第５章 仮説と仮説に対する検証 

1. 課題の原因と考えられる仮説 

〇第２章で触れた２つの課題の原因を、「生徒・学生」、「学校」、「企業」の３

者に分けて細分化すると、以下のような仮説が考えられる。 

下表右列の「生徒」は生徒・学生に関するもの、「学校」は学校に関するもの、

「企業」は企業に関するものを意味する。 

 

 

① 周囲のすすめや、なんとなくといった理由で普通科高校への進学を希

望する中学生が多い 

生徒 

② 周囲のすすめや、なんとなくといった理由で文系の大学への進学を希

望する高校生が多い 

生徒 

③ 自分に合った仕事がわからない（自己分析が不十分） 生徒 

④ 生徒に、自己分析や社会人に必要な能力を向上させるための学びや、

社会や産業の理解を促す機会の提供が十分にできていない 

学校 

⑤ 生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等について知るこ

とのできる機会の提供を十分にできていない 

学校 

⑥ 高卒就職希望者に県内企業の御有無内容などの詳細が十分に知られて

いない 

企業 

⑦ 仕事をするまでに生徒が身に付けたい能力、学校が生徒に身に付けさ

せたい能力、県内企業が高卒新入社員に身に付けておいてほしい能力

の３者にギャップがある 

生徒 

学校

企業 

⑧ なんとなく進学を希望したり、就職活動を行ったりしている生徒が多

い（将来への意識が乏しく就業観が未発達） 

生徒 

⑨ 「学校」から「社会」への急激な変化についていけない（「生徒」か

ら「社会人」への準備不足） 

生徒 

⑩ 就業意識の変化（転職市場の活性化） 生徒 

⑪ 就職者が思っていたより就業環境が良くない場合がある（人間関係、

給与、福利厚生など） 

企業 

⑫ 生徒の希望が多い業種・職種について採用が少ない（事務職等） 企業 

⑬ 生徒の地元企業の認知度が低い 企業 

⑭ 高卒者と大卒の待遇（給与、職種）の違いを理由とした離職がある 企業 

⑮ 就職者が相談できる場所がない 企業 
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2. 仮説検証 

〇以下では、前項で掲げた仮説について、アンケート調査結果やインタビュー調査

結果などを用いて、仮説毎に検証していく。 
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仮説① 
周囲のすすめや、なんとなくといった理由で普通科高校への進学を

希望する中学生が多い 

 

検

証

結

果

① 

・進学理由としては、普通科進学を目指す生徒は「上級学校に進学したいか

ら」が最も多く、専門学科を目指す生徒は「将来役立つ知識・技能や資格を取

得したいから」が最も多かった 

・進学理由として、周囲のすすめや「なんとなく」と回答した割合は、専門学

科に進学意向のある生徒に比べ、普通科に進学意向のある生徒の方が高かった 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

 

 

普通科に進学希望及び専門学科に進学希望の特徴は以下の通り。 

＜普通科に進学希望＞ 

・大学などの上級学校への進学を見据えており、学力に合った学校を選

ぶ傾向が相対的に高い。 

・進学については他者（保護者や塾、友人など）からの影響が相対的に

高い。 

・理由なく進学も相対的に高い。 

＜専門学科に進学希望＞ 

・高校に対し、自分が勉強したいことや将来を見据えた資格・知識習得

を目的として学校を選ぶ傾向が相対的に高い。 

中学生 設問 7「上級学校・その学科への進学を希望する理由」 

（普通科に進学意向のある生徒と専門学科に進学意向のある生徒） 

19.2

45.2

37.8

30.1

38.1

26.1

5.2

10.7

7.0

31.4

6.8

43.4

31.0

27.7

55.5

45.3

20.4

4.3

5.2

3.9

30.7

2.8

0 10 20 30 40 50 60

好きな勉強ができそうだから

大学、短期大学、専門学校等に進学したいから

自分の学力に合っているから

将来の職業に役立つ知識・技能や資格が得られそうだから

将来の目標を見つけられそうだから

保護者や家族がすすめるから

学校の先生がすすめるから

塾や家庭教師の先生などがすすめるから

友人や先輩がすすめるから

したい部活動ができそうだから

特に理由なく、なんとなく進学したい

％

高等学校の普通科(n=3,182) 高等学校の専門学科(n=972)

他者からの

すすめ
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＜仮説①の原因分析＞ 

A．「普通科以外の高校の学習内容を理解する機会が少ない」 

仮説①の原因分析として、「普通科以外の高校の学習内容を理解する機会が少な

い」という点を検証したが、中学生向けアンケート調査結果では、「高等学校の学

科や学習内容などについての調べ学習の多寡」について、「普通科」と「専門学科」

との間で、大きな差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

多少の差異は見られたものの、原因として認識されるものではなかった。 

中学生 設問 18 

「自分の将来を考える上で、影響を受けたこと（「そのような学習や活動はなかっ

た」の割合）」（進学希望先が高等学校の普通科、高等学校の専門学科別） 

45.2

42.3

36.2

34.6

34.4

32.7

16.8

12.7

11.2

10.2

7.8

45.1

36.7

38.8

33.7

30.6

29.1

13.9

13.7

8.4

8.0

6.3

0 10 20 30 40 50

職場体験

ボランティア活動

職場見学（仕事の体験はしないもの）

社会人（卒業生、学校の先生を含む）の講話・講演

高等学校の授業体験

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

自分の個性や向き・不向きを考える学習

職業や地域産業などについての調べ学習

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

高等学校の学科や学習内容などについての調べ学習

高等学校の見学や説明

％

高等学校の普通科(n=2,022) 高等学校の専門学科(n=526)
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B．中学校教員の高校専門学科に対する知識が十分ではない 

仮説①の原因分析として、さらに「中学校教員の高校専門学科に対する知識が十

分ではない」という点を検証したが、中学校向け調査結果で、「生徒の進学先とし

て、高等学校の専門学科について学ぶ機会が乏しい」という回答が 17.9％（全体の

約 1/6）に上り、中学校教員の高校専門学科に対する知識が十分ではないことが確認

された。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

17.9％と約 1/6 の学校が困っていることから、専門学科を学ぶ機会の増加

が求められる。 

中学校 設問 9「キャリア教育推進に向けて困っていること」 

58.9

51.8

32.1

25.0

25.0

23.2

21.4

17.9

16.1

14.3

0 20 40 60 80

キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない

キャリア・パスポートの活用方法に難しさを感じている

グローバル化やデジタル化など社会・経済・産業の構造的変化などの

社会動向について学ぶ機会が乏しい

キャリア教育と進路指導の違いがわかっていない教員が多い

キャリア教育に関する研修の機会が限られている

自校の生徒に合ったキャリア教育に関する指導の内容・方法を

どのようにしたらよいかわからない

自校の生徒に合ったキャリア教育の適切な教材が得られない

生徒の進学先として、高等学校の専門学科について学ぶ機会が乏しい

キャリア・カウンセリング（進路相談）の内容・方法が

わかっていない教員が多い

保護者のキャリア教育に対する期待が進路先の選択や

その合格可能性に偏っている

％

n=56
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仮説② 
周囲のすすめや、なんとなくといった理由で文系の大学への進学

を希望する高校生が多い 

 

検証結果② 

・周囲のすすめやなんとなくといった理由については、文系志望者と

理系志望者で大きな差はなかったが、文系では将来の目標を探す目的

や大学生活を楽しむ目的で進学したいと回答した高校生の比率が理系

志望者よりもやや高かった 

アンケート 

結果 

 

「特に理由なく進学したい」では、「文系」、「理系」で大き

な差は見られなかった。 

しかし、文系は将来の職業を探しにいく、大学生活を楽しむた

めに大学に行く傾向が相対的に高い一方、理系は将来の職業を

意識した目的で将来に生かすために大学に行く傾向が見られ

る。 

高校生 設問 12「上級学校・その学科への進学を希望する理由」 

79.6

48.5

33.6

18.8

12.5

8.0

5.9

5.9

3.3

2.6

2.2

2.1

1.9

1.5

79.6

55.5

25.2

11.6

5.8

13.0

8.5

4.1

10.8

2.4

1.9

1.7

1.6

1.0

0 50 100

自分の興味・関心に合ったことを勉強したいから

将来の職業に役立つ専門的な知識・技能を身につけたり、

資格をとったりするため

将来の目標を見つけられそうだから

学生生活を楽しみたいから

将来の職業の希望が決まっておらず幅広く勉強したいから

その分野に進むと卒業後の就職が有利だから

保護者や家族がすすめるから

部活動（サークル活動など）がしたいから

大学院などの上級学校に進みたいから

進学希望先の受験科目に苦手な科目がないから

学校の先生がすすめるから

特に理由なく、なんとなく進学したい

塾や予備校、家庭教師の先生がすすめるから

友人や先輩がすすめるから

大学（文系）(n=6,084) 大学（理系）(n=3,062)

％
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仮説③ 自分に合った仕事がわからない（自己分析が不十分） 

 

検証結果③ 

・「自分がどのような職業に向いているかわかっている」に「そ

う思う」と回答した高校生の割合は 15.4％にとどまり、また、就

業を希望する上で困っていることとして「やりたい仕事がわから

ない」、「自分がどのような職業に向いているのかわからない」

が上位にランクされるなど、生徒自身が就きたい仕事を理解して

いない傾向が見られる 

アンケート 

結果 

 

 

「自分がどのような職業に向いているかわかっている」に「そう

思う」と回答した高校生の割合は 15.4％にとどまり、また、就業

を希望する上で困っていることとして「やりたい仕事がわからな

い」、「自分がどのような職業に向いているのかわからない」が

上位にランクされるなど、生徒自身が就きたい仕事を理解してい

ない傾向が見られる。 

高校生 設問 11「就業を希望するうえで困っていること」 

高校生 設問 8「職業適性・社会認識・将来の展望等の認識」 

32.1

26.0

18.1

14.6

8.2

6.9

6.4

4.7

4.4

2.7

2.7

1.3

31.2

0 10 20 30 40

やりたい仕事がわからない

自分がどのような職業に向いているのかわからない

就職先でまわりの人とうまくやっていく自信がない

求人票を見ても、具体的な仕事がイメージできない

友人と離れ離れになってしまう

やりたい仕事があるが、その就職先がない

まわりの人が進学するので話が合わない

地元に希望する就職先がない

就職のため家を出て生活をしなければならない

親身になって相談にのってくれる人がいない

保護者や先生と意見が合わない

その他

特に困ったり悩んだりしていることはない

％

n=6,500

そう思う

58.7

24.8

17.3

16.0

15.4

12.9

10.7

6.9

まあそう思う

29.6

49.8

43.6

44.4

37.2

35.6

34.2

26.0

あまりそう

思わない

9.2

20.9

30.4

29.9

34.1

39.8

42.7

44.4

そう思わない

2.6

4.5

8.6

9.7

13.3

11.6

12.4

22.6

0 20 40 60 80 100

凡例

保護者や家族とよく会話をする

感じたことなどを自分なりの言葉で表すことを心がけている

将来、充実した人生を送ることができると思う

身近な社会問題の解決に役立ちたいと考えている

自分がどのような職業に向いているかわかっている

将来、社会で成功して人に認められるようになると思う

自分が社会とつながっていると感じる

学校の勉強は得意な方である

%

n=62,266
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＜仮説③の原因分析＞ 

A．「基礎的・汎用的能力」の未発達 

仮説③の原因分析として、高校生向けアンケート調査において、「『基礎的・汎

用的能力』の自己認識」と「職業適性・社会認識・将来の展望等の認識」（どのよ

うな職業に向いているかわかっている）とのクロス集計を行ったところ、最多の

「友だちの意見は、相手の気持ちを考えながら聞くようにしている」をはじめ、全

ての設問で、自分がどのような職業に向いているかわかっていると答えた生徒の方

が、相対的に自己理解・自己管理能力やキャリアプラニング能力が高い傾向が見ら

れる。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

  

自分がどのような職業に向いているかわかっていると答えている生徒は、キ

ャリアプラニング能力、自己理解・自己管理能力が高い傾向が見られる。 

高校生 設問 7「『基礎的・汎用的能力』の自己認識」と設問 8「職業適性・社会認

識・将来の展望等の認識」（どのような職業に向いているかわかっている）とのクロ

ス集計 

69.6

46.7

42.3

49.3

32.1

31.4

39.0

35.4

21.9

27.7

35.3

33.3

4.6

64.2

43.8

37.0

38.1

27.9

25.1

35.4

33.0

15.6

18.4

13.6

10.0

9.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

友だちの意見は、相手の気持ちを考えながら聞くようにしている

友だちがわかりやすいように話をしようとしている

自分の役割を考えながら、友だちと協力し合おうとしている

自分の良いところや悪いところ、好きなことについてわかっている

やる気が出ないときでも、するべきことは頑張ってやっている

苦手なことにも、頑張って取り組もうとしている

知りたいことがあるときは、積極的に調べたり人に聞いたりしている

失敗したときは、次に失敗しない方法を考えるようにしている

計画を立ててから物事に取り組むようにしている

将来働くことの意味について考えている

将来の夢があり、どうしたら夢をかなえられるかを考えている

将来の夢があり、それに向けて努力をしている

特にない

％

自分がどのような職業に向いているかわかっている(n=32,734)
自分がどのような職業に向いているかわかっているとは思わない(n=29,532)
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B.自己分析の機会の提供不足 

仮説③の原因分析として、さらに「自己分析の機会の提供不足」という点を検証

したが、高校向け調査結果で、就職を支援するうえでの課題として、「生徒が社会

情勢を知る機会を十分に提供できていない」が最多になったほか、「生徒が自己分

析をする機会を十分に提供できていない」という回答が全体の３割に上った。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

  

 

  

高校 設問 9「就職を支援するうえでの課題」 

「生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない」が上位。 

38.8

32.2

30.6

26.4

24.8

24.8

19.0

18.2

17.4

12.4

4.1

3.3

2.5

9.1

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

生徒が社会情勢を知る機会を十分に提供できていない

就業支援を行える教員が少ない

生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない

就職を希望している生徒の就職先決定に対する意欲が低い

生徒の社会人としての心構えや能力向上の機会を十分に提供できていない

就業支援を行う時間の確保が困難

生徒の就職に関する保護者との意識の共有が困難

生徒が就職先の情報を知る機会を十分に提供できていない

地元に生徒が希望する業種・職種が乏しい

高校生就職活動の1人１社制により、生徒が自由に進路選択できない

企業が求める人物像がわからない

地元企業との連携の仕方がわからない

企業の求める人材のレベルが高くなってきている

その他

特にない

％

n=121
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C.職業を知る機会の活用が不十分 

仮説③の原因分析として、加えて「職業を知る機会の活用が不十分」という点を

検証したが、高校生向け調査結果で、「学校のキャリア教育等で将来を考える上で

影響を受けたこと」と「職業適性・社会認識・将来の展望等の認識」とをクロス集

計したところ、上位の「上級学校の見学や説明、授業体験」をはじめ全ての設問で、

自分がどのような職業に向いているかわかっている生徒の方がわかっていない生徒

に比べて、影響を受けたとの回答が多かった。「自分の個性や向き・不向きを考え

る学習」と「企業等でのインターンシップ」でも、職業適性がわかっている生徒と

わかっていない生徒との間で大きな回答差が見られた。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

自分がどのような職業に向いているかわかっている生徒と、わかっていな

い生徒を比較すると、影響を受けたものとして、「自分の個性や向き・不

向きを考える学習」と「企業等でのインターンシップ」において、差が見

られる。 

高校生 設問 25「学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」につ

いてと高校生設問 8「職業適性・社会認識・将来の展望等の認識」（どのような職業に

向いているかわかっている）とクロス集計 

78.4

71.5

65.1

62.5

62.3

59.8

59.5

57.2

55.5

54.1

50.1

49.1

48.9

48.4

42.6

74.4

62.4

51.9

58.5

49.2

52.1

43.7

48.5

45.2

46.9

37.1

37.8

33.7

34.0

28.1

0 20 40 60 80 100

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

大学、短期大学、専門学校の授業体験

職場見学(仕事の説明などを含む）

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

自分の個性や向き・不向きを考える学習

校内進路ガイダンス

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

労働に関する法律や制度の学習

ボランティア活動

大学や研究施設等での研究活動の体験

企業等でのインターンシップ

職業や地域産業などについての調べ学習

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

％

自分がどのような職業に向いているかわかっている(n=32,764)

自分がどのような職業に向いているかわかっているとは思わない(n=29,532)
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仮説④ 
生徒に、自己分析や社会人に必要な能力を向上させるための学び

や、社会や産業の理解を促す機会の提供が十分にできていない 

 

検証結果④ 

・生徒へのアンケートでは、「自分の個性や向き不向きを考える

学習」、「職業や地域産業についての調べ学習」について「その

ような学習や活動はなかった」との回答が相応に見られた 

・学校へのアンケートでは、「生徒が社会情勢を知る機会を十分

に提供できていない」などの回答が多かった 

アンケート 

結果 

 

高校 設問 9「就職を支援する上での課題」 

・生徒へのアンケートでは、「自分の個性や向き不向きを考える

学習」、「職業や地域産業についての調べ学習」について「そ

のような学習や活動はなかった」との回答が相応に見られた。 

・学校へのアンケートでは、「生徒が社会情勢を知る機会を十分

に提供できていない」などの回答が多かった。 

高校生 設問 25「学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」 

38.8

32.2

30.6

26.4

24.8

24.8

19.0

18.2

17.4

12.4

4.1

3.3

2.5

9.1

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

生徒が社会情勢を知る機会を十分に提供できていない

就業支援を行える教員が少ない

生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない

就職を希望している生徒の就職先決定に対する意欲が低い

生徒の社会人としての心構えや能力向上の機会を十分に提供できていない

就業支援を行う時間の確保が困難

生徒の就職に関する保護者との意識の共有が困難

生徒が就職先の情報を知る機会を十分に提供できていない

地元に生徒が希望する業種・職種が乏しい

高校生就職活動の1人１社制により、生徒が自由に進路選択できない

企業が求める人物像がわからない

地元企業との連携の仕方がわからない

企業の求める人材のレベルが高くなってきている

その他

特にない

％

n=121

影響を受けた

67.6

51.1

48.4

46.7

46.1

45.4

41.7

36.8

33.7

31.4

30.9

24.0

19.1

18.7

18.6

影響を受けなかった

20.3

43.6

22.5

34.3

29.5

29.6

35.7

34.3

31.7

23.5

40.5

28.5

31.8

22.5

23.6

そのような学習や活動はなかった

12.1

5.4

29.1

18.9

24.4

25.0

22.6

28.9

34.6

45.0

28.6

47.6

49.1

58.8

57.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

凡例

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

校内進路ガイダンス

大学、短期大学、専門学校の授業体験

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

職場見学(仕事の説明などを含む）

自分の個性や向き・不向きを考える学習

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

労働に関する法律や制度の学習

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

職業や地域産業などについての調べ学習

ボランティア活動

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

大学や研究施設等での研究活動の体験

企業等でのインターンシップ

n=19,816 ％
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＜仮説④の原因分析＞ 

キャリア教育実施の時間の確保が難しい、教員が社会動向を学ぶ機会が乏

しい 

仮説④の原因分析として、「キャリア教育を実施する十分な時間が確保できな

い」、「社会・経済・産業の構造的変化などの社会動向について学ぶ機会が乏しい」

の回答が中学校、高校ともに上位となっている。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

 

 

 

「キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない」、「社会・経済・

産業の構造的変化などの社会動向について学ぶ機会が乏しい」が中学校、

高校ともに上位となっている。 

 

中学校設問 9・高校設問 11「キャリア教育推進に向けて困っていること」 

58.9

51.8

32.1

25.0

25.0

23.2

21.4

17.9

16.1

14.3

45.7

50.7

26.1

31.2

15.9

13.0

11.6

16.7

13.0

0 10 20 30 40 50 60 70

キャリア教育を実施する十分な時間が確保できない

キャリア・パスポートの活用方法に難しさを感じている

社会・経済・産業の構造的変化などの

社会動向について学ぶ機会が乏しい

キャリア教育と進路指導の違いが

わかっていない教員が多い

キャリア教育に関する研修の機会が限られている

自校の生徒に合ったキャリア教育に関する指導の

内容・方法をどのようにしたらよいかわからない

自校の生徒に合ったキャリア教育の

適切な教材が得られない

生徒の進学先として、高等学校の専門学科について

学ぶ機会が乏しい

キャリア・カウンセリング（進路相談）の内容・方法が

わかっていない教員が多い

保護者のキャリア教育に対する期待が進路先の選択や

その合格可能性に偏っている

中学校 高校

％
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仮説⑤ 
生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等について知

ることのできる機会の提供を十分にできていない 

 

検証結果⑤ 

・高校生へのアンケートでは、「職場見学」、「インターンシッ

プ」について「そのような学習や活動はなかった」との回答が相

応に見られ、特にインターンシップは半数以上が「なかった」と

回答 

・学校へのアンケートにおいても「職場見学」と「インターンシ

ップ」が行っていない取組のなかで上位にランクされている 

アンケート 

結果 

 

高校 設問 8：「取り組んでいる学びや活動の効果」 

（「そのような取組は行っていない」の割合） 

影響を受けた

67.6

51.1

48.4

46.7

46.1

45.4

41.7

36.8

33.7

31.4

30.9

24.0

19.1

18.7

18.6

影響を受けなかった

20.3

43.6

22.5

34.3

29.5

29.6

35.7

34.3

31.7

23.5

40.5

28.5

31.8

22.5

23.6

そのような学習や活動はなかった

12.1

5.4

29.1

18.9

24.4

25.0

22.6

28.9

34.6

45.0

28.6

47.6

49.1

58.8

57.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

凡例

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

校内進路ガイダンス

大学、短期大学、専門学校の授業体験

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

職場見学(仕事の説明などを含む）

自分の個性や向き・不向きを考える学習

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

労働に関する法律や制度の学習

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

職業や地域産業などについての調べ学習

ボランティア活動

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

大学や研究施設等での研究活動の体験

企業等でのインターンシップ

n=19,816 ％

高校生 設問 25「学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」 

36.8

30.9

27.9

19.9

19.9

16.2

12.5

10.3

9.6

8.8

7.4

7.4

5.1

2.9

0.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40

大学や研究施設等での研究活動の体験

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

企業等でのインターンシップ

職場見学(仕事の説明などを含む）

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

職業や地域産業などについての調べ学習

大学、短期大学、専門学校の授業体験

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

労働に関する法律や制度の学習

ボランティア活動

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

自分の個性や向き・不向きを考える学習

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

校内進路ガイダンス

％

・生徒へのアンケートでは、「職場見学」、「インターンシップ」に
ついて「そのような学習や活動はなかった」との回答が相応に見ら
れ、特にインターンシップは半数以上が「なかった」と回答。 

・学校へのアンケートにおいても「職場見学」と「インターンシッ
プ」が行っていない取組のなかで上位にランクされている。 
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＜仮説⑤の原因分析＞ 

A．学校側と地元企業の連携が十分に図れていない 

仮説⑤の原因として、学校側と地元企業の連携が十分に図れていないことが挙げ

られる。高校へのアンケートでは、「地元企業との連携の方法がわからない」の回

答は少なかったが、実際にインターンシップ等を行う学校は少ないほか、県内企業

向けアンケートでは「学校からの依頼がない」の回答が最上位となった。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

「地元企業との連携の仕方がわからない」と回答した学校は少ない一方、実際には、

インターンシップ等における企業との十分な連携がとれていない。 

県内企業設問 10「高校生を対象としたインターンシップの課題」 

高校設問 9「生徒への就職を支援する上での課題」 

企業側は学校からの依頼がないことをインターンシップ未実施の理由としている。 

半数近くの企業側が、インターンシップの実施について学校から協力依頼が
ないと回答している。 

38.8

32.2

30.6

26.4

24.8

24.8

19.0

18.2

17.4

12.4

4.1

3.3

2.5

9.1

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

生徒が社会情勢を知る機会を十分に提供できていない

就業支援を行える教員が少ない

生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない

就職を希望している生徒の就職先決定に対する意欲が低い

生徒の社会人としての心構えや能力向上の機会を十分に提供できていない

就業支援を行う時間の確保が困難

生徒の就職に関する保護者との意識の共有が困難

生徒が就職先の情報を知る機会を十分に提供できていない

地元に生徒が希望する業種・職種が乏しい

高校生就職活動の1人１社制により、生徒が自由に進路選択できない

企業が求める人物像がわからない

地元企業との連携の仕方がわからない

企業の求める人材のレベルが高くなってきている

その他

特にない

％

n=121

47.8

37.3

27.5

26.4

18.4

15.4

8.2

4.7

7.5

0 10 20 30 40 50 60

学校から協力依頼がない

効果的な実施方法がわからない

業務が多忙で時間・人手の確保が難しい

学生の参加者が少ない

採用までつながらない

実施後の対応がわからない

学校との調整が面倒

その他

特にない

％

n=534
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B．生徒に会社情報を直接伝える機会が少ない 

また、県内企業向けアンケートでは、「学生と直接話が出来る機会が少ない」が

上位となった。企業インタビューからは、「当社としては是非ともインターンシッ

プを受け入れたいが、当社から動こうにも何をすれば良いか分からないのが実情」

といった声が中小企業を中心に聞かれた。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内企業設問 3「新卒高卒者の採用に当たっての課題」 

高卒求人に対する応募が少ない企業が多いが、生徒に会社情報を直接伝え

る機会が少ないことを課題と感じる企業も多い。 

80.5

38.2

25.3

21.5

19.9

19.7

17.2

16.7

12.2

10.2

6.1

5.9

3.2

2.0

3.4

0 20 40 60 80 100

求人に対する応募が少ない

他社との人材獲得競争が激しい

学生と直接話が出来る機会が少ない

採用してもすぐにやめてしまう

求めるレベルの人材が採用できない

求める人材が学校から推薦されない

効果的な採用の方法がわからない

自社の魅力を伝える方法が少ない

採用活動する時間的余裕がない

会社や仕事になじめない人が多い

採用にかける予算が足りない

先生との関係づくりが負担になる

面接の回数・質問内容が限定される

その他

特にない

％

n=442
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仮説⑥ 
高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知られ

ていない 

 

検証結果⑥ 

・「やりたい仕事がわからない」生徒や「どのような職業に向い

ているのかわからない」高校生が多いが、「求人票を見ても具体

的な仕事がイメージできない」と回答する生徒も相応にいる 

アンケート 

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な仕事内容がわかっていない、という回答が一定数見られ

たほか、「やりたい仕事がわからない」や「どのような職業に向

いているかわからない」との回答の背景にも業務内容に対する情

報不足があることが考えられる。 

高校生 設問 11「就職を希望する上で困っていること」 

32.1

26.0

18.1

14.6

8.2

6.9

6.4

4.7

4.4

2.7

2.7

1.3

31.2

0 10 20 30 40

やりたい仕事がわからない

自分がどのような職業に向いているのかわからない

就職先でまわりの人とうまくやっていく自信がない

求人票を見ても、具体的な仕事がイメージできない

友人と離れ離れになってしまう

やりたい仕事があるが、その就職先がない

まわりの人が進学するので話が合わない

地元に希望する就職先がない

就職のため家を出て生活をしなければならない

親身になって相談にのってくれる人がいない

保護者や先生と意見が合わない

その他

特に困ったり悩んだりしていることはない

％

n=6,500



122 

 

＜仮説⑥の原因分析＞ 

企業側の高卒就職希望者に対する直接的なアプローチが少ない 

仮説⑤の原因の一つとして、企業側の高卒就職希望者に対する直接的なアプロー

チが少ないことが挙げられる。県内企業向けアンケートによると、「求人票を出し

た学校への訪問」など間接（プル型）アプローチを行っている企業が多く、「合同

企業説明会」や「インターンシップ」など直接（プッシュ型）アプローチを行って

いる企業は少ないことが判明。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

 

 

 

 

  

求人票を出した高校への訪問や求人サイトへの掲載など、プル型（間接ア

プローチ）での発信が多く、学生に直接アプローチできる合同企業説明会

やインターンシップの実施は低位となっている。 

県内企業設問 4「採用活動の課題に対する取組」 

62.5

49.9

43.1

41.5

26.4

20.1

16.0

6.5

5.0

3.6

7.7

0 20 40 60 80

求人票を出した高校への訪問

採用面接前の職場見学の実施

求人サイトへの掲載

会社案内パンフレットの作成

賃金などの処遇を良くする

合同企業説明会の参加

インターンシップの実施

学校での個別説明会の実施

学校への出前講座の実施

その他

特に取り組んでいるものはない

％

n=443

直接

アプローチ

間接

アプローチ
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＜生徒・学校・企業共通＞ 

仮説⑦ 

仕事をするまでに生徒が身に付けたい能力、学校が生徒に身に付

けさせたい能力、県内企業が高卒新入社員に身に付けておいてほ

しい能力の３者にギャップがある 

 

検証結果⑦ 

・３者すべて、「一般常識」や「コミュニケーション能力」は 

１位、２位となっており、仕事をするまでに求める能力について

は大きなずれは認められなかった。これには、日本が欧州等（ジ

ョブ型）と違ってメンバーシップ型雇用社会で、入社にあたって

具体的条件があいまいなままジェネラリストとして働き続けると

いう企業の慣行が背景にある可能性がある。 

アンケート 

結果 

 

 

  

３者すべて、「一般常識」や「コミュニケーション能力」は１

位、２位となっており、求める能力については大きなずれは認

められなかった。 

※高校は生徒に身に付けてほしい能力として聞いているため、

就業意向の生徒だけでなく進学意向の生徒を含めたものとなっ

ている。 

高校生設問 24「仕事をするまでに身に付けておきたい力」 

高校 設問 10「生徒たちが身に付けておくべき力」 

県内企業設問 6「高卒新入社員に身に付けておいてほしいこと」 

（高校３・４年生（就職希望）、高校、県内企業） 

高校3・4年生

(就業希望のみ）
高校

県内企業

（高卒採用）

1位 一般常識 コミュニケーション能力 一般常識

2位 コミュニケーション能力 一般常識 コミュニケーション能力

3位 状況の変化に柔軟に対応する能力 基礎的な知識や学力 基礎的体力

4位 基礎的体力 状況の変化に柔軟に対応する能力 新しい知識・経験・学力を身に付けようとする意欲

5位 基礎的な知識や学力 情報を収集、選択、活用する能力 状況の変化に柔軟に対応する能力
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仮説⑧ 
なんとなく進学を希望したり、就職活動を行ったりしている生徒

が多い（将来への意識が乏しく就業観が未発達） 

 

検証結果⑧ 

・「社会人として早く自立したいから」や「自分の興味・関心に
合ったことを勉強したいから」などの回答が多いが、「なんとな
く」など、目的意識や主体的意思に欠けた理由を挙げる生徒が見
られた 

アンケート

結果 

 

「特に理由なく、なんとなく働きたい/進学したい」という回答の

ほか、「進学したい学校がないから」、「学生生活を楽しみたいか

ら」、「保護者・家族・先生・友人・先輩がすすめるから」など、

目的意識や主体的意思のない理由を回答した生徒が見られた。 

高校生 設問 12「上級学校（学科）への進学を希望する理由」 

73.4 

50.0 

30.5 

14.6 

9.2 

5.7 

5.0 

4.2 

3.9 

3.4 

1.9 

1.5 

1.5 

1.3 

0.8 

0 20 40 60 80

自分の興味・関心に合ったことを勉強したいから

将来の職業に役立つ専門的な知識・技能・資格の取得

将来の目標を見つけられそうだから

学生生活を楽しみたいから

保護者や家族がすすめるから

その分野に進むと卒業後の就職が有利だから

部活動（サークル活動など）がしたいから

将来の職業の希望が決まっておらず幅広く勉強したいから

大学院などの上級学校に進みたいから

特に理由なく、なんとなく進学したい

学校の先生がすすめるから

進学希望先の受験科目に苦手な科目がないから

塾や予備校、家庭教師の先生がすすめるから

友人や先輩がすすめるから

その他

%

n=47,234

51.4 

32.8 

25.5 

17.9 

13.4 

12.2 

11.7 

7.1 

1.4 

1.1 

4.9 

0 20 40 60

社会人として早く自立したいから

勉強するより仕事をする方が向いているから

若いうちから専門的な技術を身につけたいから

進学したい学校がないから

進学するには学習面で不安があるから

保護者や家族がすすめるから

働かなければならない事情があるから

特に理由なく、なんとなく働きたい

先生がすすめるから

友人や先輩がすすめるから

その他

%

n=6,500

高校生 設問 10「就職を希望する理由」 
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インタビュー 

結果 

 

 

 

 

 

 

  

企業インタビュー 抜粋 

・高卒者に共通して言えることとして、親や先生に当社を勧められたから

就職したのであって、必ずしも本人にその意思があるわけではない、と

いうケースが多い。恐らく高校を卒業した時点では「自分が何をしたい

のか」が分かっていない（考えていない）人がほとんどなのではない

か。 

・高卒者には「自分が何をしたいのか」を自分の頭でよく考えてほしい。

親や学校の先生に言われたから就職するのではなく、就職することによ

って何を実現させていきたいのかを自分の中ではっきりさせてほしい

し、キャリア教育においても小手先のノウハウではなく、こういった根

幹の部分を重点的に教育してほしい。 

社会人インタビュー 抜粋 

・高校 3 年生になり就職活動の時期が近づいたから、あまり考えないまま

業種を決めた。働きたい業種や仕事は特になく、就職活動を早く終わら

せたかった。 

・就職先を決める時期になり、求人票のなかから仕事の内容ではなく初任

給が高い企業（電気工事業）を選んで応募した。 

企業・社会人のそれぞれへのインタビューからも、「なんとなく」就職し

ている高卒者が少なくないことが窺われる。 
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＜仮説⑧の原因分析＞ 

A．「基礎的・汎用的能力」の未発達 

アンケート

結果 

 

 

 

「特に理由なく、なんとなく働きたい/進学したい」と回答し
た生徒は、キャリアプラニング能力、自己理解・自己管理能
力が低い傾向が見られる。 

64.0

42.7

34.7

39.6

31.7

28.1

32.7

31.1

17.2

24.8

18.1

18.5

45.2

28.1

24.0

29.0

21.0

17.1

22.5

19.0

10.4

13.0

10.0

9.5

0 10 20 30 40 50 60 70

友だちの意見は、相手の気持ちを考えながら聞くようにしている

友だちがわかりやすいように話をしようとしている

自分の役割を考えながら、友だちと協力し合おうとしている

自分の良いところや悪いところ、好きなことについてわかっている

やる気が出ないときでも、するべきことは頑張ってやっている

苦手なことにも、頑張って取り組もうとしている

知りたいことがあるときは、積極的に調べたり人に聞いたりしている

失敗したときは、次に失敗しない方法を考えるようにしている

計画を立ててから物事に取り組むようにしている

将来働くことの意味について考えている

将来の夢があり、どうしたら夢をかなえられるかを考えている

将来の夢があり、それに向けて努力をしている

%

卒業後の進路希望で就職を選択した生徒全体(n=6,500)

「特に理由なく、なんとなく働きたい」の選択者(n=462)

高校生 設問 7「『基礎的・汎用的能力』の自己認識」と設問 10「就職を希望する理

由」＝「特に理由なく、なんとなく働きたい」のクロス集計 

68.6

46.2

41.3

45.7

30.2

29.1

38.8

35.3

19.9

24.2

28.0

24.7

50.0

33.8

27.1

31.0

18.4

15.0

23.0

23.8

12.2

11.5

4.7

4.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80

友だちの意見は、相手の気持ちを考えながら聞くようにしている

友だちがわかりやすいように話をしようとしている

自分の役割を考えながら、友だちと協力し合おうとしている

自分の良いところや悪いところ、好きなことについてわかっている

やる気が出ないときでも、するべきことは頑張ってやっている

苦手なことにも、頑張って取り組もうとしている

知りたいことがあるときは、積極的に調べたり人に聞いたりしている

失敗したときは、次に失敗しない方法を考えるようにしている

計画を立ててから物事に取り組むようにしている

将来働くことの意味について考えている

将来の夢があり、どうしたら夢をかなえられるかを考えている

将来の夢があり、それに向けて努力をしている

%

卒業後の進路希望で進学を選択した生徒全体(n=47,234)

「特に理由なく、なんとなく進学したい」の選択者(n=1,585)

高校生 設問 7「『基礎的・汎用的能力』の自己認識」と設問 12「上級学校（学

科）への進学を希望する理由」＝「特に理由なく、なんとなく進学したい」のク

ロス集計 
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B．仮説③「自分に合った仕事がわからない」の原因 B と同様 

仮説③「自分に合った仕事がわからない」の原因Ｂ 

     Ｂ．自己分析の機会の提供不足 
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Ｃ．職業・進学先を知る機会の活用が不十分 

アンケート

結果 

 

「特に理由なく、なんとなく働きたい/進学したい」と回答した
生徒は、キャリア教育など将来を考える上で有効と考えられる
体験や学習に影響を受けたと回答する割合が低い。 

72.6

53.1

52.6

48.8

47.9

44.3

39.6

39.2

37.4

33.1

26.4

22.8

21.3

18.3

14.8

48.2

31.2

31.2

31.7

29.1

26.6

27.6

26.1

24.6

22.1

24.1

16.6

17.1

13.6

14.6

0 20 40 60 80

職場見学(仕事の説明などを含む）

校内進路ガイダンス

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

自分の個性や向き・不向きを考える学習

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

企業等でのインターンシップ

労働に関する法律や制度の学習

職業や地域産業などについての調べ学習

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

ボランティア活動

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

大学、短期大学、専門学校の授業体験

大学や研究施設等での研究活動の体験

％

進路希望で就職を選択した高校3・4年生全体(n=2,964)

「特に理由なく、なんとなく働きたい」の選択者(n=199)

高校生 設問 25「学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」と

高校生 設問 12「上級学校（学科）への進学を希望する理由」＝「特に理由な

く、なんとなく進学したい」のクロス集計  

77.6 

55.1 

51.4 

49.0 

45.9 

40.8 

40.8 

35.7 

32.8 

29.9 

28.1 

23.5 

19.5 

18.7 

14.6 

43.2 

27.9 

30.0 

31.5 

22.2 

21.6 

21.6 

21.9 

20.1 

18.0 

18.9 

14.1 

15.0 

12.6 

12.0 

0 20 40 60 80 100

職場見学(仕事の説明などを含む）

校内進路ガイダンス

働くことの目的や将来の生き方などについて考える学習

職種ごとの収入、休日などの労働条件の学習

自分の個性や向き・不向きを考える学習

社会人（卒業生、自校の先生等を含む）の講話・講演

企業等でのインターンシップ

労働に関する法律や制度の学習

職業や地域産業などについての調べ学習

進学にかかる費用や奨学金の制度の学習

ボランティア活動

大学、短期大学、専門学校の見学や説明

地域の課題を調べ解決方法を考えるなどの学習

大学、短期大学、専門学校の授業体験

大学や研究施設等での研究活動の体験

％

進路希望で進学を選択した高校3・4年生全体(n=16,044)

「特に理由なく、なんとなく進学したい」の選択者(n=333)

高校生 設問 25「学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたこと」と

高校生 設問 10「就職を希望する理由」＝「特に理由なく、なんとなく働きたい」の

クロス集計 
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仮説⑨ 
「学校」から「社会」への急激な変化についていけない（「生

徒」から「社会人」への準備不足） 

 

検証結果⑨ 

・企業側の課題としては「求人に対する応募が少ない」が圧倒的

だが、「就職先の企業が求めるレベルに達していない新卒社員」

や、「入社後の環境変化に適応できていない新卒社員」も見られ

る 

アンケート

結果 

 

インタビュー

結果 

 

 

 

  

新卒高卒者の採用における課題として、約 2 割の企業が人材のレ
ベルが求める水準に達していないことを挙げているほか、「会社
や仕事になじめない人が多い」との回答も見られ、入社後の環境
変化に適応できていない人が相応にいることが窺える。 

80.5

38.2

25.3

21.5

19.9

19.7

17.2

16.7

12.2

10.2

6.1

5.9

3.2

2.0

3.4

0 20 40 60 80 100

求人に対する応募が少ない

他社との人材獲得競争が激しい

学生と直接話が出来る機会が少ない

採用してもすぐにやめてしまう

求めるレベルの人材が採用できない

求める人材が学校から推薦されない

効果的な採用の方法がわからない

自社の魅力を伝える方法が少ない

採用活動する時間的余裕がない

会社や仕事になじめない人が多い

採用にかける予算が足りない

先生との関係づくりが負担になる

面接の回数・質問内容が限定される

その他

特にない

％

n=442

企業インタビュー 抜粋 

「何をしたいのか」が分からず、企業のネームバリューや入

社直後の仕事内容、初任給などといった情報のみで判断し

て就職してしまうために「思っていたイメージと違う」で

あったり、上司や顧客から少し注意されたり等のちょっと

したトラブルがあっただけで直ぐに辞めてしまう。 

企業 設問 3「新卒高卒者の採用に当たっての課題」 
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＜仮説⑨の原因分析＞ 

Ａ．企業が新入社員に求める能力（特にコミュニケーション力）の習得が

不十分 

アンケート

調査 

 

インタビュー

結果 

 

 

 

 

  

企業が求めるコミュニケーション力などの社会性を身に付けるうえで必要

となる「様々な人との交流」にもっと取り組んでおくべきだったと反省す

る回答が多く見られた。 

社会人 設問 24「高校生のときにもっとしっかり取り組んでおくべきだったと思うこと」 

34.8

32.7

27.4

22.9

17.6

17.2

15.1

14.3

8.2

0.2

22.5

0 10 20 30 40

語学力や数学力など就職試験に役立つ勉強

資格を取得するための勉強

学校の成績を上げるための勉強

様々な人との交流

部活動

アルバイト

学校行事

大学入学試験のための受験勉強

海外留学

その他

特にない

n=489

％

企業インタビュー  

・インタビューを実施した 15 社のうち 4 社が高卒に求める能力
として「コミュニケーション力を最も重視」と回答。 

・コミュニケーション力のほかにも「人間性」、「一般常
識」、「マナー」など、学力や特別な能力というよりは社会性
を身に付けていることを求める声が目立った。 
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Ｂ．社会人に向けた準備に係る学校の支援が不十分 

アンケート

調査 

 

 

 

  

生徒が社会について知る機会や社会人としての心構えを培う機
会の提供を十分にできていないことを課題として挙げている高
校が多く見られた。 

高校 設問 9「就職を支援する上での課題」 

38.8

32.2

30.6

26.4

24.8

24.8

19.0

18.2

17.4

12.4

4.1

3.3

2.5

9.1

1.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

生徒が社会情勢を知る機会を十分に提供できていない

就業支援を行える教員が少ない

生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない

就職を希望している生徒の就職先決定に対する意欲が低い

生徒の社会人としての心構えや能力向上の機会を

十分に提供できていない

就業支援を行う時間の確保が困難

生徒の就職に関する保護者との意識の共有が困難

生徒が就職先の情報を知る機会を十分に提供できていない

地元に生徒が希望する業種・職種が乏しい

高校生就職活動の1人１社制により、

生徒が自由に進路選択できない

企業が求める人物像がわからない

地元企業との連携の仕方がわからない

企業の求める人材のレベルが高くなってきている

その他

特にない

％

n=121
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仮説⑩ 就業意識の変化（転職市場の活性化） 

 

検証結果⑩ 
・中学生、高校生、大学生のいずれにおいても転職に対して肯定

的な回答が多い 

アンケート

結果 

 

現在転職をしたいと考えており、

実際に企業への応募以上の転

職に向けた活動をしている

13.1

現在転職をしたいと考えてお

り、情報収集程度だが転職

に向けた活動をしている

26.0

現在転職をしたいと考

えているが、転職に向

けた活動はしていない

14.9

いずれ転職をしたい

と考えている

16.6

転職するつもりはない

29.4

％ n=489

「同じ職場でずっと働いた方がよい」は中学生、高校生、大学生のいずれに

おいても約 1 割にとどまり、転職に対する肯定的な回答が多く見られた。特

に「自分の力をもっと生かせる職場」への転職を支持する回答が目立った。 

社会人 設問 16「退職・転職に関する価値観」 

社会人アンケートでは転職を考えている人が約 7 割に達した。 

中学生 設問 14、高校生 設問 20、大学生 設問 16「退職・転職に関する価

値観」 

9.2

18.5

18.534.2

3.4

6.6

1.8
3.4 4.4

11.2

21.0

18.8

28.2

4.3

7.9

1.1
3.7

3.8

12.2

18.5

22.0

26.5

3.9

10.2

1.6
3.2 1.9 同じ職場でずっと働いたほうがよい

辞めてもお金の面で困らないのであれば辞めてもよい

給料などがよりよい条件の職場に転職できるのなら

辞めてもよい

自分の力をもっと生かせる職場に転職できるのなら

辞めてもよい

どんな職場でもよいので転職先が決まっているのであれば

辞めてもよい

転職先が決まっていなくても辞めたいのなら辞めてもよい

その他

考えはとくにない

わからない

％

内：中学生（3年生のみ）

中：高校生

外：大学生
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＜仮説⑩の原因分析＞ 

A.県内企業のキャリア採用拡大による転職機会の増加 

インタビュー 

結果 

 

業種 
従業員

数 
採用状況 

建設業 24 人 高卒の採用不足を大卒とキャリア採用

でカバー ガス漏れ対応 50 人 

建設・空港運営支援・

産廃処理 
394 人 高卒が採用計画を下回り、キャリア採

用でカバー 
イベント開催支援 26 人 

害虫・害獣駆除 18 人 
求人票にほとんど応募なく、採用はキ

ャリア採用中心 

 

 

B.転職支援機関・ツールの普及 

インタビュー 

結果 

  

 

 

 

 

  

新卒高卒者を計画通り採用できていない企業の多くがキャリア採
用で不足分をカバーしており、新卒採用の競争激化にともないキ
ャリア採用が広がっている。 

企業インタビュー 抜粋 

インターネットサイトなど、転職情報を手軽に入手できる手段が
充実したことにより、以前よりも転職を身近に感じる環境となっ
ている。 

社会人インタビュー 抜粋 

・転職サイトの閲覧や就職エージェントに 3 か月に 1 回面談するなど、

情報収集は続けている。より良い条件があれば転職したい。 
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仮説⑪ 
就職者が思っていたより就業環境が良くない場合がある（人間関係、

給与、福利厚生） 

 

検証結果⑪ 
・給与や時間外労働・休暇取得などの労働条件や人間関係につい

て不満に感じている社会人が一定数見られた 

アンケート

結果 

 

インタビュー 

結果 

 

高卒・大卒のいずれにおいても、給与等の労働条件や人間関係に
ついての不満を回答した人が相応に見られた。 

・離職の最大の理由は「やりたい仕事ではない」つまり、就職する
前にイメージした仕事内容と実際の作業内容とのギャップが大きい
こと。 

社会人インタビュー 抜粋 

・工場勤務だが人手不足で有給休暇が取得しづらい。これは求人票
からはわからなかった。 

・会社説明会では土日は休みと聞いていたが、実際は休日出勤が多
い。 

企業、社会人の双方の立場のコメントから、就職前のイメージと入社
後の実際の仕事内容・労働条件とのギャップの大きさが従業者の不
満、離職につながっていることが窺える。 
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35.7

19.2
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16.0

11.7

11.7

10.3

12.2

11.3

9.4

7.0

2.8

0.9

20.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40

低い給与であること

仕事内容が面白くない

時間外労働が多い

職場内の人間関係が良くない

ハラスメントがある

ノルマがきつい

休日出勤が多い

職場が暗い雰囲気

休日・休暇が取れない

失業のおそれがあること

人の役に立っている実感を得にくいこと

転勤が多い

その他

特にない

％

高卒就職者(n=276) 大卒就職者(n=213)

待遇・労働条件

人間関係

社会人 設問 13「現在の職場で不満に感じていること」 

企業インタビュー 抜粋 
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＜仮説⑪の原因分析＞ 

A．仮説⑤「生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等につい

て知ることのできる機会の提供を十分にできていない」の原因と同様 

 

仮説⑤「生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等について知ること

のできる機会の提供を十分にできていない」の原因 

A：学校側と地元企業の連携が十分に図れていない 

B：生徒に会社情報を直接伝える機会が少ない 

 

 

B．仮説⑥「高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知

られていない」の原因と同様 

 

仮説⑥「高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知られていな

い」の原因 

    企業側の高卒就職希望者に対する直接的なアプローチが不十分 
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仮説⑫ 生徒の希望が多い業種・職種について採用が少ない 

 

検証結果⑫ 
・生徒の希望職種と企業の採用職種との間には傾向に差異が見ら

れた 

アンケート

結果 

 

 

 

  

高校生の働いてみたい仕事では下位にランクされた「生
産工程従事者」、「建設・採掘従事者」（赤い点線枠）
は、企業側では採用実績が上位となっている。また、専
門的・技術的職業従事者（工業等）も採用実績が高校生
の希望を大きく上回っている。一方、「販売従事者」と
「専門的・技術的職業従事者（情報通信等）」は高校生
の働いてみたいとの回答割合に対し、企業の採用実績割
合が低く、その差が大きいなど、生徒の希望職種と企業
の採用職種の間には傾向に差異が見られる。 
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23.5

3.7

17.2

30.2

5.1

6.9

2.0

2.0

0 5 10 15 20 25 30 35

専門的・技術的職業従事者（工業等）

サービス職業従事者

販売従事者

公務員

事務従事者

専門的・技術的職業従事者（情報通信等）

生産工程従事者

建設・採掘従事者

輸送・機械運転従事者

運搬・清掃・包装等従事者

農林漁業従事者

保安職業従事者

％

高校生(n=6,500) 県内企業(n=493)

高校生 設問 17「高校卒業後にすぐに就きたい仕事」、企業 設問 23「現在採

用している職種」 

（

高卒新卒） 
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仮説⑬ 生徒の地元企業の認知度が低い 

 

検証結果⑬ 

・県外で働いている（働きたい）理由として「都会の方が楽しそ
う」が最上位だが、「千葉県内にどんな企業があるのか知らな
い」ことや、「千葉県内に志望する企業や職種がない」ことを挙
げた人が一定数見られたほか、効果的な PR ができていないとい
う企業の声も聞かれた 

アンケート

結果 

 

インタビュー

結果 

 

県外で働いている県内高校出身者のうち、7.6％、および県外で働くこと
を希望している高校生の 10.3％がその理由として「千葉県内にどんな企
業があるのか知らない」ことを挙げている。「千葉県内に志望する企業
や職種がない」という回答も一定数見られる。 

企業インタビュー 抜粋 

・当社をはじめ中小企業のほとんどが高校生や学校の実情をよく理

解できていないため、効果的なアプローチや自社ＰＲができていな

い。 

53.2 
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都会の方が楽しそうだから

実家からの通勤に便利だから

実家から離れたいから

千葉県以外で暮らしたいから

保護者や家族のそばにいたいから

千葉県内にどんな企業があるのか知らないから

千葉県内の企業は給料が安そうだから

千葉県内に志望する企業や職種がないから

千葉県では希望するスキルが身に付けられないから

保護者や家族からそばで生活するように言われているから

その他

特にない

％

n=17,232

高校生 設問 23「県外で就業したい理由」 

社会人 設問 20「県外で就業した理由」 
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17.3
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都会の方が楽しそうだったから

千葉県以外で暮らしたかったから

親や家族のそばにいたかったから

千葉県内に志望する企業や職種がなかったから

親や家族からそばで生活するように言われたから

実家から離れたかったから

実家からの通勤に便利だったから

千葉県内の企業は給料が安そうだったから

千葉県内にどんな企業があるのか知らなかったから

就職した企業等から千葉県以外への勤務を発令されたから

千葉県では希望するスキルが身に付けられないと思ったから

その他

特にない
n=277

％
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＜仮説⑬の原因分析＞ 

A．仮説⑤「生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等につい

て知ることのできる機会の提供を十分にできていない」の原因と同様 

 

仮説⑤「生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等について知ること

のできる機会の提供を十分にできていない」の原因 

A：学校側と地元企業の連携が十分に図れていない 

B：生徒に会社情報を直接伝える機会が少ない 

 

B．仮説⑥「高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知

られていない」の原因と同様 

 

仮説⑥「高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知られていな

い」の原因 

     企業側の高卒就職希望者に対する直接的なアプローチが不十分 
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仮説⑭ 高卒者と大卒者の待遇（給与・職種）の違いを理由とした離職がある 

 

検証結果⑭ 

・企業アンケートでは仕事内容や人間関係を早期離職の原因とし
て挙げる先が多かった。また、一定数の早期離職者が待遇を理由
として離職していること、高卒と大卒の職種を分けている企業が
一部に見られることがわかったが、待遇の差異が離職の主な原因
となっているかどうかは、今回の調査では明確にならなかった 

アンケート

結果 

 

インタビュー

結果 

 

業種 
従業員

数 
高卒・大卒の職種について 

建設・空港運

営支援・産廃

処理 

394 人 事務職は大卒から採用している。 

建設業 145 人 
営業職は大卒のみで、高卒は営業職を除く全ての

職種で募集。 

 

企業 設問 20「早期離職者の離職理由」 

高卒が就く職種と大卒が就く職種を明確に分けている企業が

見られる。 

49.3
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5.3
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自分のやりたい仕事ではない

職場の人間関係が合わない

待遇（給与・福利厚生）に対する不満

やりがい・達成感がない

上司との人間関係

休日・労働時間に対する不満

業務量が多い

ライフステージの変化による働き方の見直し

社内でのキャリアアップが見込めない

会社の将来性に不安

仕事の評価に納得できない

その他

％

n=359

新卒社員の早期離職理由として、「待遇（給与・福利厚生）に対
する不満」を挙げた企業が約 2 割に達している。 

企業インタビュー 抜粋 
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仮説⑮ 就職者が相談できる場所がない 

 

検証結果⑮ 
・悩みを相談できる相手がいないと回答した人は、特に現在の職

場の勤続意向が弱い人に多く見られた 

アンケート

結果 

 

インタビュー

結果 

 

 

 

 

 

 

 

・現在の職場で「働き続けたい」と回答した人と比較して、「近
いうちに辞めたい」および「わからない・なんとも言えない」
と回答した人は「相談できる相手はいない」割合が高い。 

・一方、「なるべく長く働き続けたい」と回答した人は悩みを相
談する相手として「勤務先の上司・先輩」を挙げた割合が高
い。 

社会人 設問 15「現在の職場の勤続意向」と設問 17「悩みを相談できる存

在」＝「相談できる相手はいない」のクロス集計 

企業インタビュー 抜粋 

・社員とのコミュニケーションがうまくとれずに仕事に対する
自信を失い、辞めかけた新卒社員がいる。悩みを相談できる
人がいないことに悩む新人が少なくなく、孤立させないこと
が重要。 

悩みを相談できる相手がいないことに悩む人は新人に多く、その
ことが離職の原因になりうるとの指摘が聞かれた。 
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司
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族
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先
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知

人
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先
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ー
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相

談

員

そ

の

他

相

談

で

き

る

相

手

は

い

な

い

全体 26.6 42.3 25.6 31.1 5.9 2.0 0.2 21.1

なるべく長く働き続けたい 40.0 48.8 29.4 29.4 6.3 1.3 0.0 16.9

今後10年くらいは働き続けたい 15.1 35.8 37.7 30.2 7.5 0.0 0.0 7.5

今後５年くらいは働き続けたい 20.8 33.3 33.3 41.7 9.7 1.4 0.0 11.1

今後３年くらいは働き続けたい 26.1 52.2 29.0 49.3 10.1 4.3 0.0 4.3

近いうちに辞めたい（１年以内） 26.9 50.0 15.4 26.9 1.9 1.9 0.0 23.1

わからない・なんとも言えない 13.3 28.9 7.2 13.3 0.0 3.6 1.2 59.0
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3. 仮説検証のまとめ 

 

〇以上のとおり、①高等学校卒業時までに、子供たちに十分なキャリア意識が育ま

れていない、②産業界が求める人材を十分に育成できていない、という千葉県のキ

ャリア教育の課題として考えられる２つの可能性について、15 の仮説を立て、調査

結果を基に検証を行った。以下は、仮説検証のまとめである。 

 

〇仮説①「周囲のすすめや、なんとなくといった理由で普通科高校への進学を希望する中学

生が多い」 

 進学理由として普通科進学を目指す生徒は「上級学校に進学したいから」が最も

多く、専門学科を目指す生徒は「将来役立つ知識・技能や資格を取得したいから」

が最も多かった。一方、「周囲のすすめ」や「なんとなく」との回答も一定程度あ

り、その割合は、専門学科に比べ、普通科に進学意向のある生徒の方が高かった。 

 

〇仮説②「周囲のすすめや、なんとなくといった理由で文系の大学への進学を希望

する高校生が多い」 

大学への進学理由について、「周囲のすすめ」や「なんとなく」といった理由は、

文系志望者と理系志望者で大きな差は見られなかった。しかし、文系志望者では、

将来の目標を探す目的や大学生活を楽しむ目的で進学したいと回答した高校生の比

率が、理系志望者よりもやや高かった。 

 

〇仮説③「自分に合った仕事がわからない（自己分析が不十分）」 

「自分がどのような職業に向いているかわかっている」に「そう思う」と回答し

た高校生の割合は、15.4％にとどまった。また、就職希望の生徒が就業を希望する

上で困っていることとして「やりたい仕事がわからない」「自分がどのような職業

に向いているのかわからない」が上位となるなど、生徒自身が就きたい仕事を理解

していない傾向が見られた。さらに、就職希望者がいる高校では、就職を支援する

上での課題として、「生徒が自己分析をする機会を十分に提供できていない」とい

う回答が３割に上った。 

 

〇仮説④「生徒に、自己分析や社会人に必要な能力を向上させるための学びや、社

会や産業の理解を促す機会の提供が十分にできていない」 

学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたことについて、「自分の

個性や向き不向きを考える学習」「職業や地域産業についての調べ学習」に対し

「そのような学習や活動はなかった」との回答が一定程度見られた。また、就職希

望者がいる高校では、就職を支援する上での課題として、「生徒が社会情勢を知る

機会を十分に提供できていない」の回答が最も多かった。 
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〇仮説⑤「生徒に、職場見学やインターンシップ等、業務内容等について知ること

のできる機会の提供を十分にできていない」 

学校のキャリア教育等で将来を考える上で影響を受けたことについて、「職場見

学」は 25％、「インターンシップ」については半数以上が「そのような学習や活動

はなかった」と回答した。また、学校アンケートにおいても「職場見学」と「イン

ターンシップ」が行っていない取組の中で上位となった。県内企業からは、インタ

ーンシップの課題として、「学校からの依頼がない」の回答が半数近くあり最上位

となった。 

 

〇仮説⑥「高卒就職希望者に県内企業の業務内容などの詳細が十分に知られていな

い」 

就職を希望する上で困っていることとして、「やりたい仕事がわからない」「ど

のような職業に向いているのかわからない」と回答した高校生が多いが、「求人票

を見ても具体的な仕事がイメージできない」の回答も一定程度見られた。また、県

内企業では、「求人票を出した学校への訪問」など間接的にアプローチを行う企業

が多く、「合同企業説明会」や「インターンシップ」など直接的にアプローチを行

っている企業は少ないことが判明した。 

 

〇仮説⑦「仕事をするまでに生徒が身に付けたい能力、学校が生徒に身に付けさせ

たい能力、県内企業が高卒新入社員に身に付けておいてほしい能力の３者にギャッ

プがある」 

「生徒が身に付けたい能力」「学校が生徒に身に付けさせたい能力」「県内企業

が身に付けておいてほしい能力」全てにおいて、「一般常識」「コミュニケーショ

ン能力」が１位、２位となっており、求める能力については大きなずれは認められ

なかった。 

 

〇仮説⑧「なんとなく進学を希望したり、就職活動を行ったりしている生徒が多い

（将来への意識が乏しく就業観が未発達）」 

高校生が就職・進学を希望する理由として、「社会人として早く自立したいから」

や「自分の興味・関心に合ったことを勉強したいから」の回答が多いが、「特に理

由なく、なんとなく」という回答のほか、「進学したい学校がないから」、「学生

生活を楽しみたいから」など、目的意識や主体的意思のない理由を回答した生徒も

一定程度見られた。 

 

〇仮説⑨「『学校』から『社会』への急激な変化についていけない（『生徒』から

『社会人』への準備不足）」 

県内企業アンケートでは、新卒高卒者の採用における課題として、約２割の企業

が人材のレベルが求める水準に達していないことを挙げているほか、「会社や仕事

になじめない人が多い」との回答も約１割見られ、入社後の環境変化に適応できて

いない人が相応にいることが窺えた。また、「就職を支援する上での課題」で、
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「生徒が社会について知る機会」や「社会人としての心構えや能力向上の機会」を

十分に提供できていないことを挙げる高校が多く見られた。 

 

〇仮説⑩「就業意識の変化（転職市場の活性化）」 

退職・転職に関する価値観について、中学生、高校生、大学生のいずれにおいて

も「同じ職場でずっと働いた方がよい」は約 1 割にとどまり、転職に対して肯定的

な回答が多かった。また、社会人アンケートでは、転職を考えている人が約 7 割に

達した。企業インタビューからは、転職情報を手軽に入手できる手段が充実したこ

とにより、以前よりも転職を身近に感じる環境となっているという声が聞かれた。 

 

〇仮説⑪「就職者が思っていたより就業環境が良くない場合がある（人間関係、給

与、福利厚生）」 

社会人の現在の職場での不満について、高卒・大卒のいずれにおいても、給与が

低いことが 3 割を超え最多であった。次いで、高卒では「仕事が面白くない」、大

卒では「時間外労働」となり、いずれも 2 割以上の回答があった。他にも労働条件

や人間関係について不満に感じている社会人が一定程度見られた。 

 

〇仮説⑫「生徒の希望が多い業種・職種について採用が少ない」 

高校生が卒業後すぐに就きたい仕事で下位にランクされた「生産工程従事者」、

「建設・採掘従事者」は、企業側では採用実績割合が最も高く、「専門的・技術的

職業従事者（工業等）」も採用実績が高校生の希望を大きく上回った。一方、「販

売従事者」「専門的・技術的職業従事者（情報通信等）」は高校生の希望に対し採

用実績割合が低く、生徒の希望職種と企業の採用職種との間には傾向に差異が見ら

れた。 

 

〇仮説⑬「生徒の地元企業の認知度が低い」 

「県外で働いている（社会人）／働きたい（高校生）」理由として「都会の方が

楽しそう」が最上位だが、「千葉県内にどんな企業があるのか知らない」ことや、

「千葉県内に志望する企業や職種がない」ことを挙げた人が一定程度見られたほか、

企業インタビューからは、効果的なＰＲができていないことを自覚している企業の

声も聞かれた。 

 

〇仮説⑭「高卒者と大卒者の待遇（給与・職種）の違いを理由とした離職がある」 

企業アンケートでは、早期離職者の離職理由について、仕事内容や人間関係を挙

げた企業が多かったが、「待遇に対する不満」を挙げた企業も 2 割程度あった。ま

た、企業インタビューから、高卒者と大卒者の職種を分けている企業が一部に見ら

れることがわかったが、待遇の差異が離職の主な原因となっているかどうかは、明

確にならなかった。 
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〇仮説⑮「就職者が相談できる場所がない」 

「悩みを相談できる相手がいない」と回答した社会人は、特に現在の職場の勤続

意向が弱い人に多く見られた。また、企業インタビューでは、悩みを相談できる相

手がいないことに悩む人は新人に多く、そのことが離職の原因になりうるとの指摘

が聞かれた。 

 

〇以上から、「高等学校卒業時までに、子供たちに十分なキャリア意識が育まれて

いないのではないか」「産業界が求める人材を十分に育成できていないのではない

か」という本県のキャリア教育の課題を分析するための一定の資料を得ることがで

きた。 

 

〇「高等学校卒業時までに、子供たちに十分なキャリア意識が育まれていないので

はないか」という課題については、仮説①、②、③、⑧等において、自己分析や将

来の展望、進路の目的意識が十分でない生徒が一定数いることがわかり、今後のキ

ャリア教育の方策を探る手掛かりを得た。 

 

〇「産業界が求める人材を十分に育成できていないのではないか」という課題につ

いては、仮説⑦において、生徒と学校、企業で仕事をするまでに身に付けておくべ

き力についてのギャップは少ないことがわかった。しかし、求められる人材を十分

に育成できているかという点については、キャリア意識の形成とも密接な関わりが

あるため、課題があるものと考えられる。さらに、仮説⑫で見たように、生徒の希

望職種と企業の採用職種との間には傾向に差異があること、また、P68 の「新卒高卒

者の採用に当たっての課題」及び P70の「新卒大卒者等の採用に当たっての課題」で

見たように、「求めるレベルの人材が採用できない」こと、「求める人材が学校か

ら推薦されない」ことを挙げている企業が一定数いることにも留意する必要がある。 

 

〇また、仮説⑤や⑥の原因分析などから、企業側では、就職希望者に業務内容等が

十分に伝わっていないこと、自社の魅力を伝える機会や方法が少ないことを課題と

感じている企業があり、それが就職前及び就職後のキャリア意識や就業意欲に関係

するとも考えられることから、改善が必要と考えられる。 

  


